
こ
れ
を
や
っ
た
の
は
橋
下
知

事
か
ら
始
ま
り
、
規
制
緩
和
の

名
前
で
特
権
を
与
え
て
い
ま
す
。

認
可
す
る
者
も
さ
れ
る
者
も

日
本
会
議
に
連
な
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
共
通
点
は
国
と

地
方
が
連
携
し
て
一
つ
の
結
果

に
な
る
よ
う
に
持
っ
て
い
っ
て

い
る
。
佐
川
さ
ん
の
判
断
だ
け

で
は
で
き
ま
せ
ん
。
司
令
塔
が

な
け
れ
ば
で
き
な
い
。
こ
こ
が

解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
私
は

総
理
官
邸
し
か
で
き
な
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
官
邸
・
今
井
孝
也

総
理
首
席
秘
書
官
が
か
ら
ん
で

い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
思

い
ま
す
。
影
の
総
理
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
今
井
主
席
秘
書
官

は
総
裁
選
挙
で
も
安
倍
総
理
に

く
っ
つ
い
て
い
る
。

佐
川
理

財
局
長
の
証
人
喚
問
で
自
由
党

の
森
ゆ
う
子
議
員
が
佐
川
局
長

と
今
井
秘
書
官
と
の
か
か
わ
り

を
執
拗
に
聞
い
て
い
ま
す
。
こ

の
や
り
取
り
を
聞
き
、
私
は
今

井
秘
書
官
は
、
ゆ
ゆ
し
き
こ
と
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
や
っ

て
い
る
と
確
信
し
ま
し
た
。

人
の
命
が
絶
た
れ
る
と
い
う

事
態
ま
で
起
き
て
い
ま
す
。
解

明
さ
れ
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

加
計
・
獣
医
学
部
認
可
と
安

倍
首
相
と
の
関
り
は
明
確
！

加
計
学
園
認
可
に
あ
た
っ

て
安
倍
首
相
が
か
か
わ
っ
た

と
い
う
全
容
は
明
ら
か
と
な
っ

り
ま
し
た
。
文
科
省
内
に
あ

る
文
書(

総
理
の
ご
意
向
）
、

愛
媛
県
の
公
表
し
た
文
書
に

よ
っ
て
何
が
あ
っ
た
の
か
は
っ

き
り
わ
か
り
ま
し
た
。

①
不
公
正
―
―
公
正
な
審

査
を
や
っ
て
い
な
い
。
そ
れ

は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
・
成
長

戦
略
の
た
め
の
国
家
戦
略
特

区
に
お
い
て
国
際
競
争
力
を

高
め
る
と
い
う
こ
と
で
獣
医

学
部
の
新
設
が
認
め
ら
れ
、

閣
議
決
定
と
な
り
ま
し
た
（
２

０
１
５
年
６
月
３
０
日
）
。
加

計
学
園
獣
医
学
部
づ
く
り
の
審

査
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

戦
略
特
区
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
の
八
田
辰
夫
氏
は
「
審
査
に

あ
た
っ
て
一
点
の
曇
り
も
な
い
」

と
言
っ
て
い
る
が
、
何
も
審
査

を
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、

議
長
は
安
倍
総
理
。

②
不
公
平
―
―
新
設
に
名

乗
り
を
上
げ
た
京
都
産
業
大
学

は
不
当
に
差
別
さ
れ
て
い
ま
す
。

文
科
省
に
も
呼
ば
れ
て
い
ま
せ

ん
。
京
都
産
業
大
学
は
京
大
・

山
中
教
授
の
Ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究

所
、
世
界
で
最
先
端
と
の
協
力

も
め
ざ
し
て
い
た
の
で
す
。
闇

か
ら
闇
に
葬
り
去
ら
れ
ま
し
た
。

③
不
透
明
―
―
２
０
１
８

年
４
月
５
日
に
公
表
さ
れ
た
愛

媛
県
の
文
書(
２
０
１
５
年
２

月
25
日
）
、
加
計
孝
太
郎
と
安

倍
首
相
の
会
見(

15
分
）
が
動

か
ぬ
証
拠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
加
計
学
園
は
困
り
事

務
局
長
が
「
ふ
と
ウ
ソ
を
思
い

つ
い
た
」
と
し
て
い
ま
す
。

安
倍
氏
が
ウ
ソ
を
つ
い
て
い

な
い
と
い
う
理
由
に
官
邸
は

「
入
官
記
録
は
破
棄
し
た
」
と

い
い
、
新
聞
の
首
相
動
静
欄
に

も
載
っ
て
い
な
い
と
反
論
し
た

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

動
静
欄
に
載
ら
な
く
て
も
官
邸

に
裏
口
か
ら
入
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。
私
も
何
度
も
入
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
加
計
孝
太
郎
理
事

長
の
２
度
目
の
記
者
会
見
に
つ

い
て
は
、
愛
媛
県
の
文
書
も
読

ん
で
い
な
い
と
言
っ
て
い
ま
す
。

ま
っ
た
く
反
論
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。

安
倍
晋
三
は
ウ
ソ
つ
き
だ
と

い
っ
て
も
名
誉
棄
損
に
あ
た
り

ま
せ
ん
。

特
に
言
い
た
い
の
は
、
伊
藤

詩
織
さ
ん
の
事
件
で
す
。
安
倍

総
理
と
最
も
親
し
い
Ｔ
Ｂ
Ｓ
ワ

シ
ン
ト
ン
支
局
長
山
口
敬
之
氏

は
、
逮
捕
も
起
訴
も
さ
れ
ず
に

今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
伊
藤
詩
織

さ
ん
は
山
口
氏
を
性
的
暴
行
で

訴
え
た
の
で
す
が
、
逮
捕
礼
状

が
出
さ
れ
、
逮
捕
の
直
前
に
警

視
庁
刑
事
部
長
か
ら
停
止
命
令

が
出
て
そ
の
後
逮
捕
も
、
起
訴

も
さ
れ
な
い
。
こ
の
中
村
格
部

長
は
か
つ
て
菅
官
房
長
官
の
秘

書
を
や
っ
て
い
て
将
来
の
警
察

長
官
候
補
。
い
ま
や
人
の
自
由

を
拘
束
す
る
権
限
を
も
っ
た
警

察
官
僚
が
官
僚
の
人
事
権
を
握
っ

て
い
る
―
―
非
常
に
危
険
な

こ
と
、
官
邸
の
支
配
、
安
倍
さ

ん
に
媚
を
売
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
法
を
許
し
て
は
な
ら
な

い

国
会
前
に
か
け
つ
け
る

次
官
に
な
る
前
の
15
年
９
月

18
日
夜
、
私
は
夜
陰
に
紛
れ
て

国
会
前
に
駆
け
つ
け
、
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｌ
Ｄ
Ｓ
の
ラ
ッ
プ
リ
ズ
ム
で

「
集
団
的
自
衛
権
は
い
ら
な
い
」

を
叫
び
ま
し
た
。
内
な
る
良
心

に
忠
実
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
。
私
に
で
き
る
こ
と
は
一
国

民
と
し
て
デ
モ
に
行
く
こ
と
で
、

こ
れ
は
官
邸
に
見
つ
か
ら
ず
に

次
官
に
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
任
命
さ
れ
た
今
の
文
科

省
次
官
は
官
邸
の
働
き
か
け
で

な
っ
た
人
で
、
な
る
は
ず
の
な

い
人
物
。
文
科
省
の
局
長
を
や
っ

て
い
な
い
文
部
科
学
審
議
官
、

官
邸
の
内
閣
官
房
に
い
た
人
物

だ
。
行
政
、
立
法
、
司
法
も
官

邸
の
支
配
が
徹
底
し
て
い
る
。

三
権
分
立
、
本
来
国
か
ら
独
立

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
メ

デ
ィ
ア
、
教
育
も
危
な
い
。

メ
デ
ィ
ア
、
教
育
も
危
機
に

特
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
ひ
ど
い
。
報

道
局
長
に
睨
ま
れ
た
記
者
が
Ｎ

Ｈ
Ｋ
を
辞
め
て
大
阪
日
日
新
聞

で
森
友
問
題
を
取
材
し
て
い
る
。

教
育
の
分
野
で
は
名
古
屋
に

私
を
呼
ん
で
く
れ
た
前
八
王
子

中
学
校
校
長
の
上
井
靖
さ
ん

(

上
井
さ
ん
マ
イ
ク
を
持
っ
て

登
場
）
。

自
民
党
の
文
教
族
の
介
入
、

愛
知
選
出
の
池
田
義
孝
さ
ん
と

い
う
か
た
で
す
ね
。
も
う
一
人

は
兵
庫
の
赤
池
さ
ん
。
メ
デ
ィ

ア
で
問
題
に
な
っ
た
時
、
上
井

さ
ん
は
生
徒
た
ち
を
前
に
し
て
、

取
材
を
受
け
た
ら
「
思
っ
た
こ

と
を
正
々
堂
々
と
言
え
ば
い
い
」

と
言
わ
れ
、
テ
レ
ビ
に
映
っ
た

生
徒
は
ニ
コ
ニ
コ
と
し
て
話
し

て
い
ま
し
た
。

日
本
は
い
ま
、
フ
ァ
シ
ズ
ム

に
入
っ
て
い
る
。

ア
メ
リ
カ
の
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト

記
念
館
に
次
の
こ
と
ば
が
掲
げ

ら
れ
て
い
る
。
フ
ァ
シ
ズ
ム
の

初
期
傾
向
は
、
強
力
な
国
家
主

義
、
軍
隊
の
最
優
先
、
犯
罪
取

り
締
ま
り
と
刑
罰
へ
の
執
着
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
統
制
、
縁
故

主
義
と
汚
職
の
蔓
延
、
ス
ケ
ー

プ
ゴ
ー
ト
・
・
・
こ
う
い
う
こ

と
を
見
過
ご
さ
ず
、
一
つ
ひ
と

つ
潰
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
り
ま
せ
ん
。
「
ま
た
か
、
う

ん
ざ
り
だ
」
と
い
っ
て
、
流
さ

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

革新・愛知の会 第２８２号 ２０１８年１１月１０日（２）

一
宮
市
民
ア
ク

シ
ョ
ン

ス
ピ
ー
チ
、
ラ
ッ

プ
調
の
シ
ュ
プ
レ

ヒ
コ
ー
ル
、
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
の
第
９

交
響
曲
の
喜
び
の

歌
の
替
え
歌
（
＝

羽
ば
た
け

憲
法

９
条
）
を
全
員
合

唱
、
29
名
で
し
た
。

名
古
屋
駅
西
口

市
民
ア
ク
シ
ョ
ン

若
者
が
次
々
と

発
言
し
、
そ
の
内

容
も
自
ら
の
思
い

を
語
り
、
通
り
過

ぎ
る
人
た
ち
が
注

目
。
参
加
者
は
中
村
区
区
民
ア

ク
シ
ョ
ン
に
参
加
す
る
団
体
な

ど
１
０
０
名
。
ス
ピ
ー
チ
を
聞

い
て
い
た
大
学
生
は
、

「
突
然
改
憲
と
言
わ
れ
て
も
分

か
ら
な
い
。
困
る
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

名
古
屋
市
栄

参
加
者
は
約
１
５
０
名
。
リ

レ
ー
ト
ー
ク
、
署
名
を
行
い
、

最
後
は
ア
カ
ペ
ラ
で
今
こ
そ
立

ち
上
が
ろ
う
を
全
員
で
歌
い
ま

し
た
。

碧
南
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン

午
前
11
時
か
ら
45
分
間
、
ス
ー

パ
ー
前
で
署
名
宣
伝
行
動
。
９

名
参
加
、
署
名
35
筆
、
チ
ラ
シ

70
枚
配
布

名
古
屋
市
金
山
駅
前

自
衛
隊
の
あ
る
守
山
か
ら
、

マ
マ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
子
育
て
世

代
か
ら
、
医
療
労
働
者
の
方
か

ら
、
労
働
団
体
か
ら
、
通
り
が

か
り
の
主
婦
ら
１
３
０
人
が
参

加
。
リ
レ
ー
ト
ー
ク
、
宣
伝
、

憲
法
改
正
シ
ー
ル
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
圧
倒
的
に
改
憲
NO
の
声
。

戦
争
法
廃
止
岡
崎
実
行
委

員
会
）
早
朝
７
時
か
ら
１
時

間
、
名
鉄
東
岡
崎
駅
７
人
が
参

加
し
、
ハ
ン
ド
マ
イ
ク
と
い
ら

し
１
０
０
枚
以
上
を
配
布
。

大
府
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン

大
府
駅
東
で
10
名
参
加
。
帰

り
を
急
ぐ
市
民
の
中
に
も
「
憲

法
改
正
し
た
ら
危
険
で
す
ね
」

と
署
名
し
て
い
く
人
も
。
沖
縄

地
選
挙
勝
利
の
よ
う
に
頑
張
っ

て
行
こ
う
と
元
気
な
行
動
。

瀬
戸
憲
法
守
る
瀬
戸
の
会

新
瀬
戸
駅
前
で
午
後
３
時
半

か
ら
31
名
の
参
加
で
署
名
。
飯

島
町
で
も
道
の
駅
前
で
６
名
が
、

参
加
し
て
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
。

犬
山
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン

９
時
30
分
か
ら1

時
間
行
い

ま
し
た
。
参
加
13
人
で
３
千
万

署
名
37
筆
。
犬
山
全
体
で
３
６

０
０
筆
を
超
え
て
い
ま
す
。

豊
田
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン
10
・

19
集
会

名
鉄
豊
田
市
駅
西
口
広
場
に

て
、
豊
田
集
会
と
駅
周
辺
の
デ

モ
を
開
催
。
午
後
６
時
、
光
り

物
や
鳴
り
物
を
手
に
し
た
５
０

人
を
超
え
る
市
民
が
集
ま
り
、

リ
レ
ー
ト
ー
ク
。

豊
橋

安
保
法
廃
止
を
求

め
る
東
三
河
の
会

各
野
党
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
：
自

由
党
（
小
沢
一
郎
共
同
代
表
の

メ
セ
ー
ジ
代
読
）
社
民
党
・
共

産
党
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
力
強
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
。
最
後
に
力
強
い
締
め

の
コ
ー
ル
。
パ
レ
ー
ド
へ
と
行

進
し
た
。
参
加
者
は
95
人
。

安
保
関
連
法
廃
止･

戦
争

さ
せ
な
い
瑞
穂
区
の
会

「
毎
月
欠
か
さ
ず
「
19
日
宣
伝
」

を
実
施
、
夕
方
10
人
が
新
瑞
マ

ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
「
葬
り
去
ろ

う
！
改
憲
の
野
望
！
」
「
嘘
つ

き
安
倍
政
権
、
即
時
退
陣
！
」

と
「
３
０
０
０
万
署
名
」
へ
の

協
力
も
訴
え
ま
し
た
。

安
倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
３
０
０
０
万

ア
ク
シ
ョ
ン
Ｉ
Ｎ
中
川
区

10
月
６
日
（
土
）
幕
・
リ
レ
ー

ト
ー
ク
を
行
い
８
人
の
参
加
で

42
筆
、
核
廃
絶
２
筆
の
署
名
。

高
畑
交
差
点
で
“
幟
・
横
断
幕
”

元
気
よ
く
リ
レ
ー
ト
ー
ク
。
ビ

ラ
配
り
も
あ
い
ち
市
民
ア
ク
シ
ョ

ン
を
含
め
３
種
類
用
意
。

（５）革新・愛知の会 第２８２号 ２０１８年１１月１０日

１０．１９地域一斉行動＆

名駅・栄・金山大宣伝行動安倍９条改憲NO！各地で！

９条改憲NO!平和といのち くらし･人権を！

１１．３あいち１万人集会

立憲民主党・共産党・社民党・自由党・

新社会党のみなさん「野党は共闘！」


